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別紙                    氏 名  いとう 伸一  

質 問 事 項 

 

№  １   

国民健康保険の健康診査について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

高齢化社会において、高齢者がいつまでも健康でいられることは、本人が

「元気に働くことができる」「長く社会貢献できる」だけでなく、現役世代

と言われる64歳までの市民の「介護負担を減らす」ことにつながり、全ての

世代にとっても嬉しいことです。 

ここでは健康都市である本市の65歳以上を対象とする健康診査の実施状況

について伺う。 

 

（１）本市が実施する健康診査の種類について 

 

（２）それぞれの健康診査の対象者数と受診者数について 

 

（３）健康診査の市民への周知方法について 

 

（４）健康診査を受ける市民のメリットと受診者が増えることによる尾張旭

市のメリットについて 

 

（５）今後の受診者を増やす施策について 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 



 

2 

 

別紙                    氏 名  いとう 伸一           

質 問 事 項 

 

№  ２   

市民憲章の市民への浸透と、総合計画との関連について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

本市の市民憲章は市民の心のよりどころになる大切なものと心得る。 

しかし、市民の認知という点では、まだ十分だという実感がない。 

そこで、今後の市民憲章の在り方について伺う。 

 

（１）市民憲章のできた経緯・目的・必要性について 

 

（２）市民の認知度について 

ア 行政側と市民の認知度の認識について 

  行政側の認知と市民の認知それぞれについて伺う。 

イ 市民への認知向上の必要性について 

ウ 市民への認知向上の工夫について 

エ 学校での生徒への認知向上の工夫について 

 

（３）市民憲章と総合計画の関連について 

ア 総合計画と市民憲章の精神について 

イ 総合計画と市民憲章のつながりについて 

 

（４）市民憲章の見直しについて 

ア 現代の情勢を加味した文言の妥当性について 

イ 覚えやすく市民に浸透しやすい文言について 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  いとう 伸一           

質 問 事 項 

 

№  ３   

紅茶関連商品の開発について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

尾張旭市観光協会のホームページには、尾張旭市は「おいしい紅茶日本一

のまち」と紹介されている。本市には素敵なお店が多くあり、市外の知り合

いにも紹介する事ができる喜ばしい事になっている。紅茶関連商品の開発も

始まったので、その商品ブランド戦略について伺う。 

 

（１）ブランドのコンセプトについて 

おいしい紅茶日本一のまち尾張旭、もしくは尾張旭の紅茶のブランド

の位置づけを伺う。 

 

（２）紅茶関連商品の商品戦略について 

今後どのような商品を開発して、ブランド価値をあげていくのか？ 

 

（３）尾張旭ブランドの紅茶関連商品の開発促進について 

尾張旭の紅茶ブランド価値を上げるためにも、高いブランド価値を基

に尾張旭市で「紅茶に合うお菓子コンテスト」を開催して広く商品や新

しい商品開発品を募ってはどうか？ 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 


